
農業基本調査によると昭和62年2月1日現在の農家数は124，269戸であった。これを
前年と比較すると， 1， 924戸(ム1.5必〉の減少と
tcIっ?こむ
農家を専兼業別にみると，専業は 20，463戸

(構成比 16.5必)，第一種兼業〈ー兼〉は 19，323
戸 (15.596)，第二種兼業(二兼〉は 84，483戸昭和50年除掛 32脱傷後Z25後姿勢
(68.096)であった。これを前年と比較すると，
専業が 244戸(1.2箔〉減少し，ー兼は 1，553戸 55 Ij~!;~~;;:;~~~J 27.6 修多多務多多額
(ム7.4銘)，二兼は 127戸(ム0.2箔〉それぞれ
減少したo M 際;~~ll]\1 17. 3修務後多多後観

経営耕地面積規模別で最も農家数の多い階層
は， 0.5-"1.0ヘクタール層で 36，211戸(構成比 62 i5533155機後務笈援物
29. 1銘)，次いで1.0-... 1. 5ヘクタール層 24，228
戸(19.5~) ， 0.3-"'0.5ヘクタール層の17，68ラ戸
(14.2必〉と続いている。
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昭和 58年 I 130 879 20 987 109 892 23 966 85 926 

59 I 128 977 20 620 108 357 21 918 86 439 

60 I 128 038 20 612 107 426 22 162 85 264 

61 I 126 193 20 707 105 486 20 876 .84 610 

62 I 124 269 20 463 103' 806 19 323 84 483 
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昭和 58年 I36 007 38 778 42 797 10 719 2 002 576 
。
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注) 1. 60年は農業センサス，その他各年は県農林水産業統計調査による。
2.農家とは，次に掲げる規模の農業を営む世帯をいう。①経営耕地面積が10アール以上であるものo

@経営耕地面積が10アール未満文は皆無でも過去1年聞の農産物眠売額が10万円以上であるものo

(例外規定という。〉
3. 1) 世帯員中に兼業従事者がいない農家。 3) 自家農業を主とする兼業農家。

2) 世帯員中に兼業従事者が1人以上いる農家。 4) 自家農業を従とする兼業農家。

資料 統計課「農業基本調査の結果概要J，r農業センサス結果概要」


